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石田、中野を対象に資源診断を行い、現状の F は、鴨居瀬 0.171、石田 0.200、中野 0.416、資源個体数
は、鴨居瀬 12 万個体、石田 219 万個体、中野 11 万個体と推定している。また、美津島町と平戸市が実
施した漁場調査をもとに、区画法で求めた資源個体数を、鴨居瀬 171 万個体、中野 148 万個体と推定し、
二つの異なった手法で得られた資源個体数間に大きな差があることを明らかにしている。推定資源量に
おけるこの差は、漁獲の対象が漁場の一部に限られているために生じたとしている。さらに、県内５海
区９市町が実施した漁場調査をもとに、区画法により推定された長崎県内の資源個体数が 13,020 万個体
であるのに対し、アンケート調査と漁獲物調査から推定された漁獲個体数は 124 万個体であり、長崎県
におけるアカウニ資源は、低利用資源であると結論づけている。 
 第７章（総合考察）では、長崎県のアカウニ資源を有効に利用するためには、漁獲方法から加工・
流通までの体制の検討が必要であるとし、さらに、近年は水温上昇による環境の変化が著しく、藻場の
衰退と平行してアカウニ資源が激減した地区も確認されているので、藻場回復策の取り組みとともに餌
料海藻を競合するすべての植食動物資源と藻場との管理体制の構築が望まれるとしている。 
 
これらの結果は、長崎県沿岸のアカウニ資源の資源管理に有用かつ重要な知見を多く含んでおり、長
崎県沿岸の磯根資源の有効利用に寄与するところが極めて大きいと判断される。 
以上のことから、審査委員会は、本研究は水産資源生物学分野に大きく貢献するものであることを認
め、博士（水産学）の学位に値するものとして合格と判断した。 
 
